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シ
ー
、
工
期
28
年
３
月
、
会

津
若
松
市
河
東
町
浅
山
地

内
。

　
東
北
農
政
局
会
津
南
部
農

業
水
利
事
業
所
は
８
日
、
馬

越
頭
首
工
調
査
設
計
業
務
の

簡
易
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

を
公
示
し
た
。
参
加
表
明
書

総
括
表
を
提
出
す
る
試
行
業

務
。

　
参
加
資
格
は
同
局
の
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

Ａ
等
級
で
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
資
格
登
録
者
。
参
加
表

明
書
提
出
期
限
23
日
午
後
５

時
、
技
術
提
案
書
提
出
期
限

11
月
17
日
午
後
５
時
。
技
術

提
案
書
の
特
定
結
果
は
11
月

25
日
ま
で
に
通
知
す
る
。

　
馬
越
頭
首
工
は
事
業
区
域

内
に
２
カ
所
あ
る
頭
首
工
の

一
つ
で
、今
回
業
務
は
補
修
・

補
強
工
事
の
た
め
の
調
査
・

基
本
設
計
。
履
行
期
限
28
年

３
月
25
日
。
実
施
設
計
は
来

年
度
早
期
に
行
う
予
定
。
残

　
西
会
津
町
商
工
会
は
、
同

町
野
沢
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と

自
慢
館
」
の
再
整
備
を
計
画

し
、
伊
勢
亀
工
務
店
の
施
工

を
決
定
し
た
。

　
現
施
設
裏
側
部
分
を
一
部

解
体
し
Ｗ
造
平
屋
86
・
48
平

方
㍍
を
新
築
す
る
。
中
小
企

業
庁
の
地
域
商
業
自
立
促
進

事
業
補
助
採
択
を
受
け
て
お

る
富
川
頭
首
工
の
調
査
設
計

は
28
年
度
以
降
の
予
定
。

り
、
28
年
３
月
完
成
を
目
指

す
。
設
計
は
近
代
設
計
。

　
業
務
用
カ
メ
ラ
な
ど
の
精

密
機
械
部
品
金
属
加
工
・
製

造
の
㈱
Ｎ
Ｎ
Ｈ
（
静
岡
県
沼

津
市
西
間
門
字
樋
下
64
の

１
、
羽
切
勝
利
社
長
）
は
、

会
津
若
松
河
東
工
業
団
地
の

区
画
４
―
１
（
東
側
）
に
建

設
す
る
新
工
場
の
施
工
者
を

決
定
し
た
。
安
全
祈
願
祭
を

23
日
午
前
10
時
か
ら
行
う
予

定
。

　
施
工
は
建
築
工
事
が
会
津

土
建
、
電
気
設
備
が
和
幸
電

業
社
、
給
排
水
衛
生
設
備
が

ア
ク
ー
ズ
会
津
、
外
構
が
小

滝
建
設
。

　
Ｓ
造
平
屋
約
４
２
０
平
方

㍍
、
実
施
設
計
は
テ
ィ
エ
ム

配
慮
、
地
域
の
活
動
拠
点
な

ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
現
塩
川
庁
舎
は
北
庁
舎
が

昭
和
32
年
築
の
Ｗ
造
で
、
南

庁
舎
と
合
わ
せ
た
延
べ
面
積

２
９
９
６
・
13
平
方
㍍
。
現

山
都
庁
舎
は
昭
和
34
年
築
の

Ｗ
造
一
部
Ｓ
造
で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
合
わ
せ
た
延

べ
面
積
は
２
７
４
８
平
方

㍍
。
耐
震
性
や
窓
口
利
用
な

ど
利
便
性
の
面
で
課
題
が
あ

り
、
新
庁
舎
建
設
市
民
懇
話

会
が
建
て
替
え
が
必
要
と
提

言
し
て
い
た
。

　
県
塗
装
協
会
会
津
支
部

（
伊
藤
実
支
部
長
）
は
６
日
、

会
津
地
区
の
公
共
施
設
の
落

書
き
落
と
し
や
塗
り
替
え
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行

っ
た
。

　
11
月
16
日
の
「
い
い
色
の

日
」
に
ち
な
ん
で
毎
年
、
10

月
に
前
倒
し
し
て
実
施
し
て

お
り
、
今
回
で
９
回
目
の
開

催
。

　
会
員
13
社
か
ら
17
人
が
参

加
。
３
班
に
分
か
れ
て
、
会

津
若
松
市
の
会
津
総
合
運
動

公
園
と
会
津
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
公
園
内
の
木
製
ベ
ン

チ
、
喜
多
方
市
塩
川
町
の
し

お
か
わ
大
橋
の
右
岸
橋
脚
ほ

か
で
作
業
を
行
っ
た
。

　
会
津
球
場
駐
車
場
で
行
っ

た
作
業
開
始
式
で
は
、
伊
藤

支
部
長
が
「
今
後
も
塗
装
を

通
じ
地
域
社
会
に
貢
献
し
た

い
」
と
述
べ
、
塗
装
工
具
と

塗
料
を
提
供
し
た
協
賛
の
紺

野
貞
夫
リ
ン
ペ
イ
会
津
営
業

所
長
も
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
マ
ル
イ
塗

装
、
光
塗
装
、
都
市
塗
装
、

ワ
キ
ム
ラ
塗
装
店
、
若
松
塗

装
、
エ
ス
ア
イ
、
土
屋
塗
装
、

ナ
カ
タ
塗
装
、神
田
塗
装
店
、

ワ
タ
ナ
ベ
建
装
、
只
見
塗
装

店
、
石
川
塗
装
店
、
三
洋
塗

装
の
各
社
。

　
東
北
電
力
会
津
若
松
支
社

（
千
葉
正
宏
支
社
長
）
は
、

会
津
若
松
市
に
電
柱
に
設
置

す
る
タ
イ
プ
の
公
衆
街
路
灯

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
）
10
灯
を

寄
贈
し
、
５
日
に
市
役
所
で

千
葉
支
社
長
が
室
井
照
平
市

長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。
同

支
社
の
梅
津
秀
哉
総
務
課
長

が
同
行
し
た
。

　
同
社
は
明
る
い
街
づ

く
り
に
取
り
組
む
市
を

支
援
し
て
い
る
。
寄
贈

を
受
け
市
は
、
こ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
市
発
注

工
事
と
し
て
通
学
路
ほ

か
設
置
要
望
の
高
い
個

所
に
順
次
設
置
す
る
方

針
。

　
ア
ク
ー
ズ
会
津
（
熊
田
広

美
社
長
）
は
５
日
、
会
津
若

松
市
の
「
城
下
町
會
津
ま
ち

づ
く
り
基
金
」
に
社
員
・
協

力
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
13
万
４
５
５
３
円
を
寄
付

し
た
。
熊
田
社
長
が
市
役
所

を
訪
れ
室
井
照
平
市
長
に
寄

付
金
を
手
渡
し
た
。
同
社
の

木
村
豊
常
務
取
締
役
と
米
畑

洋
一
安
全
福
祉
協
力
会
副
会

長
が
同
行
し
た
。
　

　
こ
の
募
金
は
、
同
社
が
９

月
26
日
に
行
っ
た
鶴
ヶ
城
周

辺
の
清
掃
奉
仕
作
業
時
に
募

っ
た
も
の
。

　
室
井
市
長
は
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
熊
田
社
長
ら
と
な

ご
や
か
に
懇
談
し
た
。

　
喜
多
方
市
は
、
29
年
度
の

完
成
を
目
標
と
し
て
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
る
塩
川
総

合
支
所
と
山
都
総
合
支
所
の

基
本
構
想
・
計
画
案
を
ま
と

め
、
８
日
に
公
表
し
た
。

　
新
塩
川
総
合
支
所
は
、
現

在
の
塩
川
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
公
民
館
）
に
隣
接
し
て
整

備
を
計
画
。
延
べ
面
積
８
１

０
平
方
㍍
。
工
事
は
庁
舎
と

車
庫
の
新
築
、
塩
川
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
改
修
、
現
庁
舎
解

体
な
ど
で
、
事
業
費
は
約
５

億
円
を
見
込
む
。

　
新
山
都
総
合
支
所
は
山
都

保
健
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
に
整

備
す
る
。
延
べ
面
積
は
８
０

０
平
方
㍍
を
想
定
。
工
事
は

庁
舎
と
車
庫
の
新
築
、
現
庁

舎
解
体
な
ど
で
、
事
業
費
は

３
億
３
０
０
０
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
両
庁
舎
と
も
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
耐
震
性
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
環
境
へ
の

　
北
塩
原
村
は
蛇
平
地
区
に

仮
称
・
裏
磐
梯
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
。
今
年
度
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
造
成
工
事
を
予
定

し
、
11
月
に
指
名
競
争
で
入

札
す
る
。
工
期
は
５
カ
月
。

　
裏
磐
梯
観
光
施
設
再
生
整

備
事
業
で
、
敷
地
約
３
・
５

㌶
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
付
属
施

設
を
計
画
。
29
年
度
完
成
供

用
を
目
指
す
。

Ｎ Ｎ Ｈ

23
日
に
安
全
祈
願
祭

会
津
土
建
ら
施
工
で
新
工
場

北塩原村

来
月
に
造
成
工
事
入
札

裏
磐
梯
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

ま
ち
づ
く
り

基
金
に
寄
付

ア
ク
ー
ズ
会
津

 

室
井
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡

す
熊
田
社
長
（
右
か
ら
２
人

目
）  

西
会
津
町
商
工
会

ふ
る
さ
と
自
慢
館

伊
勢
亀
工
務
店
の
施
工

東
北
電
力
会
津

若
松
支
社
が
10
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
を
寄
付

 

室
井
市
長
に
目
録
を
手
渡
す

千
葉
支
社
長
（
左
）  

塗
装
作
業
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

い
い
色
の
日
に
ち
な
み
実
施
県塗装協会
会 津 支 部

 

奉
仕
作
業
に
参
加
し
た
会
員 

　
全
国
建
設
業
協
会（
全
建
）

傘
下
の
都
道
府
県
建
設
業
協

会
と
国
土
交
通
省
が
地
域
単

位
で
意
見
を
交
わ
す
「
地
域

懇
談
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」

が
７
日
、
関
東
甲
信
越
を
皮

切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
27

年
度
の
テ
ー
マ
は
「
適
正
な

利
潤
確
保
の
た
め
の
『
発
注

関
係
事
務
の
運
用
に
関
す
る

指
針
』（
運
用
指
針
）の
徹
底
」

と
「
事
業
量
の
安
定
的
か
つ

継
続
的
な
確
保
」
の
２
つ
。

同
日
の
関
東
甲
信
越
地
方
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
で
各
県
協
会

は
、
予
定
価
格
の
幅
を
持
っ

た
設
定
や
、
低
入
札
価
格
調

査
を
め
ぐ
る
一
般
管
理
費
の

算
入
率
引
き
上
げ
、
小
規
模

少
」し
て
い
る
な
ど
と
し
て
、

28
年
度
当
初
予
算
で
の
公
共

事
業
費
の
確
保
と
と
も
に
要

望
し
た
。

　
さ
ら
に
、
茨
城
県
建
設
業

協
会
は
「
週
休
２
日
制
に
配

慮
し
た
余
裕
の
あ
る
工
期
の

設
定
」
な
ど
、
千
葉
県
建
設

業
協
会
は
維
持
管
理
工
事
で

の
「
地
域
の
建
設
業
を
対
象

と
し
た
指
名
競
争
入
札
の
拡

大
」
な
ど
を
求
め
た
。（
地

方
建
設
専
門
紙
の
会
）

　
第
８
回
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
育
成
講
習
会
が
こ

の
ほ
ど
開
か
れ
、
本
宮
、
郡

山
方
面
で
視
察
を
行
っ
た
。

蛇
ノ
鼻
御
殿
、
本
宮
映
画
劇

場
、
開
成
館
、
旧
福
島
県
尋

常
中
学
校
本
館
を
見
学
し

た
。

　
蛇
ノ
鼻
御
殿
は
平
成
８
年

12
月
に
県
内
の
登
録
有
形
文

化
財
第
１
号
と
し
て
向
瀧

（
会
津
若
松
市
）、
県
迎
賓
館

（
旧
有
栖
川
宮
別
邸
日
本

館
、
猪
苗
代
町
）
と
と
も
に

本
館
と
蔵
屋
敷
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。
明
治
末
期
、
旧
本

宮
町
の
豪
農
で
あ
る
伊
藤
弥

氏
の
別
荘
と
し
て
８
年
か
け

て
建
設
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
本
館
の
千
鳥
破
風
、

唐
破
風
を
用
い
た
外
観
や
玄

関
の
精
緻
な
彫
刻
、
内
部
の

障
壁
画
な
ど
の
意
匠
、
各
部

に
用
い
た
銘
木
、
巨
木
な
ど

に
特
徴
が
あ
る
。

　
本
宮
映
画
劇
場
は
Ｊ
Ｒ
本

宮
駅
近
く
に
建
つ
。
県
の
Ｈ

Ｐ
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に

よ
る
と
、
大
正
３
年
に
地
元

有
志
が
出
資
し
建
設
し
た

「
本
宮
座
」
が
前
身
。
現
在

は
看
板
な
ど
で
覆
っ
て
い
る

が
、
木
造
３
階
部
分
に
は
桟

敷
席
の
名
残
も
あ
る
。
現
在

は
イ
ベ
ン
ト
で
上
映
す
る
の

み
。
昭
和
村
を
舞
台
に
制
作

さ
れ
た
映
画「
ハ
ー
メ
ル
ン
」

の
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
。

　
昼
食
会
場
は
、
本
宮
郵
便

局
隣
に
蔵
を
改
造
し
た
「
ｃ

ａ
ｆ
ｅ
′ｓ
蔵
」。
26
年
度
Ｈ

Ｍ
受
講
生
の
渡
辺
仁
氏
（
パ

ロ
ス
商
事
）
が
手
が
け
た
も

の
で
、
本
宮
映
画
劇
場
と
同

年
代
に
建
築
さ
れ
た
蔵
を
曳

き
家
し
、
基
礎
を
作
っ
た
上

で
90
度
振
っ
て
戻
し
た
。
完

成
直
後
に
震
災
が
起
こ
っ
た

が
、
大
き
な
被
害
は
生
じ
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
午
後
は
郡
山
に
移
動
し
安

積
開
拓
入
植
者
住
宅
と
開
成

館
へ
。
開
成
館
は
県
重
要
文

化
財
で
震
災
に
よ
り
漆
喰
壁

が
剥
落
し
、
通
し
柱
の
継
ぎ

手
が
損
傷
す
る
な
ど
被
害
が

生
じ
、
八
光
建
設
が
修
理
に

当
た
っ
た
。

　
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年

に
区
会
所（
郡
役
所
の
前
身
）

と
し
て
建
築
さ
れ
、
福
島
県

開
拓
掛
（
か
か
り
）
が
置
か

れ
た
。

　
大
工
は
郡
山
尋
常
小
学
校

（
金
透
記
念
館
）
な
ど
も
建

設
し
た
増
子
儀
三
郎
で
、
木

造
３
階
の
擬
洋
風
建
築
物
。

明
治
天
皇
の
東
北
行
幸
の

際
、
９
年
に
は
行
在
所
（
宿

泊
所
）、
同
14
年
に
は
昼
食

会
場
と
し
て
使
わ
れ
た
。

　
行
幸
に
は
大
久
保
利
通
ら

政
府
高
官
が
同
行
し
て
お

り
、
安
積
原
野
の
開
拓
推
進

を
決
定
。
職
を
失
っ
た
各
藩

士
族
を
募
り
、
国
営
事
業
第

１
号
と
し
て
安
積
開
拓
に
当

た
っ
た
。

　
久
留
米
、
松
山
な
ど
９
藩

か
ら
入
植
し
５
０
０
戸
を
建

設
。
お
お
よ
そ
藩
ご
と
に
ま

と
ま
っ
て
お
り
、
当
時
の
開

拓
者
住
宅
の
暮
ら
し
を
伝
え

る
の
が
開
成
館
近
く
の
安
積

開
拓
官
舎
（
旧
立
岩
一
郎

邸
）、
安
積
開
拓
入
植
者
住

宅
（
旧
小
山
家
、旧
坪
内
家
）

と
な
る
。

　
立
岩
一
郎
氏
は
、
米
沢
藩

出
身
で
安
積
開
拓
の
中
心
と

な
っ
た
県
典
事
・
中
條
政
恒

に
つ
い
て
郡
山
に
赴
任
し
開

拓
出
張
所
長
と
な
る
。
邸
宅

は
同
地
の
官
舎
を
払
い
下
げ

て
使
用
し
て
い
た
も
の
で
、

子
孫
が
土
地
・
建
物
と
も
市

に
寄
贈
。
平
成
４
～
６
年
度

に
復
原
し
現
在
は
市
指
定
重

要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

立
岩
一
郎
氏
の
孫
が
作
家
・

久
米
正
雄
、
中
條
政
恒
の
孫

が
宮
本
百
合
子
。

　
官
舎
は
開
成
館
完
成
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
建
設
。
木
造
寄

棟
造
２
階
建
て
、
木
羽
葺
き

44
・
36
坪
で
復
原
し
て
い
る
。

開
拓
者
住
宅
の
う
ち
、
小
山

家
が
安
積
牛
庭
地
区
の
「
愛

媛
松
山
開
墾
」15
戸
の
一
つ
、

旧
坪
内
家
は
喜
久
田
に
あ
っ

た
鳥
取
開
墾
社
の
副
頭
取
の

住
宅
を
移
築
し
た
。
小
山
家

は
市
指
定
重
要
文
化
財
。
入

植
者
住
宅
は
５
規
格
に
分
か

れ
、
坪
内
家
は
最
上
級
と
い

う
。

　
こ
の
後
、
安
積
高
校
敷
地

内
に
あ
る
安
積
歴
史
博
物

館
・
旧
福
島
県
尋
常
中
学
校

本
館
に
向
か
っ
た
。

　
昭
和
52
年
、
国
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
同

市
で
は
唯
一
と
な
る
。
明
治

17
年
創
立
、
19
年
に
福
島
尋

常
中
学
校
、
20
年
福
島
県
尋

常
中
学
校
と
な
る
。
22
年
、

同
施
設
（
本
館
）
が
建
築
さ

れ
た
。
洋
風
木
造
（
鹿
鳴
館

風
）
２
階
建
て
延
べ
２
３
２

３
平
方
㍍
。

　
震
災
で
、
西
側
の
基
礎
が

外
側
に
は
ら
み
だ
し
た
ほ

か
、
建
物
全
体
が
傾
斜
。
内

部
の
土
壁
は
ほ
と
ん
ど
が
脱

落
し
、
下
地
の
木
摺
れ
も
現

れ
た
。
３
０
０
枚
近
く
の
ガ

ラ
ス
も
割
れ
た
。
八
光
建
設

が
修
理
に
当
た
り
26
年
９
月

に
再
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
施
設
を
運
営
管
理
す
る
公

益
社
団
法
人
安
積
歴
史
会
は

「
従
来
の
博
物
館
は
自
分
た

ち
で
内
部
に
こ
も

っ
て
い
た
が
、（
こ

の
施
設
は
）
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
も

ら
お
う
と
考
え
て

い
る
」
と
話
し
て

お
り
、
安
積
高
校

の
生
徒
が
部
活
動

で
利
用
す
る
ほ
か
、

コ
ン
サ
ー
ト
や
講

演
会
な
ど
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
郡

山
・
福
島
支
店
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
９
月
度
の
県
内
企

業
倒
産
件
数
（
１
０
０
０
万

円
以
上
）
は
２
件
、
負
債
総

額
は
８
５
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
倒
産
件
数
は
前
月
比
で

３
件
、
前
年
同
月
比
で
２
件

の
減
少
と
な
っ
た
。
単
月
で

１
ケ
タ
台
の
倒
産
件
数
は
23

年
６
月
か
ら
52
カ
月
連
続
と

な
り
、
負
債
総
額
は
27
年
２

月
以
来
７
カ
月
ぶ
り
で
１
億

円
を
下
回
っ
た
。

　
単
月
の
倒
産
件
数
２
件
は

平
成
に
入
っ
て
か
ら
２
番
目

に
少
な
い
件
数
。
最
小
は
25

年
９
月
の
１
件
、
最
多
は
７

年
９
月
の
28
件
。
単
月
の
負

債
総
額
は
同
集
計
期
間
で
２

番
目
に
少
な
い
。
最
多
は
20

年
９
月
の
１
２
１
億
１
０
０

０
万
円
。

　
倒
産
企
業
は
県
南
地
区
の

み
で
、
農
・
林
・
漁
・
鉱
業

と
製
造
業
１
件
ず
つ
。
原
因

別
で
は
販
売
不
振
が
１
件

で
、「
不
況
型
倒
産
」に
該
当
。

そ
の
他
（
偶
発
的
原
因
）
が

１
件
発
生
し
た
。
こ
の
う
ち

１
件
は
東
日
本
大
震
災
関
連

倒
産
。
人
手
不
足
、
円
安
関

連
倒
産
は
な
か
っ
た
。

　 

深
谷
　
喜
久
夫
氏  

（
ふ
か

や
・
き
く
お
＝
三
和
技
術
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
長
）
５
日

午
前
３
時
44
分
、
胆
管
が
ん

の
た
め
須
賀
川
市
内
の
病
院

で
死
去
、
61
歳
。
自
宅
は
須

賀
川
市
松
塚
城
の
内
90
。
告

別
式
は
10
日
正
午
か
ら
、
市

内
八
幡
山
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
よ
し
な
り
斎
苑
で
。
喪

主
は
長
男
和
隆（
か
ず
た
か
）

氏
。

　
太
田
昭
宏
前
国
土
交
通
相

が
退
任
し
、
石
井
啓
一
氏
が

新
た
な
国
交
相
に
就

任
し
た
。
７
日
、
就

任
会
見
し
た
石
井
国

交
相
は
「
建
設
業
が

先
の
見
通
し
を
立
て

ら
れ
る
よ
う
、
長
期

的
に
安
定
し
た
仕
事
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
、
今

後
の
社
会
資
本
整
備
の
方
向

性
に
つ
い
て
言
及
。
ま
た
安

倍
首
相
か
ら
「
地
方
創
生
の

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
、
国
土

強
靭
（
き
ょ
う
じ
ん
）
化
や

地
方
を
結
ぶ
交
通
網
の
整
備

に
取
り
組
む
よ
う
指
示
を
受

け
た
」
な
ど
と
明
か
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
外
国
人
建
設
就

労
者
受
入
事
業
を
利
用
し
、

中
国
人
技
能
実
習
生
２
人
が

日
本
で
継
続
し
て
就
労
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
滞
在
期

間
は
２
年
間
。
同
事
業
が
始

ま
っ
て
半
年
間
で
日
本
に
入

国
し
た
外
国
人
建
設
就
労
者

は
74
人
い
る
が
、
技
能
実
習

か
ら
在
留
資
格
を
変
更
し
、

外
国
人
建
設
就
労
者
と
な
る

ケ
ー
ス
は
今
回
が
初
め
て
。

　
外
国
人
建
設
就
労
者
と
し

て
滞
在
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
特
定
監

理
団
体
を
亜
細
亜
交
流
事
業

協
同
組
合
（
大
阪
府
）、
受

入
建
設
企
業
を
ル
ー
プ（
同
）

と
す
る
中
国
人
２
人
。

　
９
月
25
日
付
で
外
国
人
建

設
就
労
者
受
入
事
業
の
特
定

活
動
へ
と
在
留
資
格
を
変
更

し
、
今
後
２
年
間
の
滞
在
期

間
延
長
が
認
め
ら
れ
た
。
神

奈
川
県
内
や
東
京
都
内
の
現

場
で
型
枠
工
と
し
て
勤
務
す

る
。

　
外
国
人
建
設
就
労
者
受
入

事
業
で
は
、
９
月
30
日
時
点

で
74
人
の
入
国
が
認
定
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
滞
在
期

間
を
延
長
し
た
２
人
を
除
く

72
人
が
技
能
実
習
生
修
了
後

に
帰
国
し
て
い
た
外
国
人
の

再
入
国
と
な
る
。
国
交
省
で

は
、
技
能
実
習
生
の
滞
在
期

間
の
継
続
を
申
請
す
る
特
定

監
理
団
体
・
受
入
建
設
企
業

が
徐
々
に
増
え
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
技
能
実

習
か
ら
の
在
留
資
格
の
変
更

が
増
加
す
る
と
み
て
い
る
。

要
や
経
済
の
活
性
化
で
投
資

が
増
え
て
い
る
が
、
少
し
前

を
振
り
返
れ
ば
長
年
に
わ
た

る
公
共
事
業
費
の
減
少
で
、

業
界
全
体
が
疲
弊
し
て
し
ま

っ
て
い
た
」と
し
た
上
で「
そ

う
し
た
市
場
環
境
の
中
で
、

新
規
採
用
を
抑
え
た
り
、
若

手
を
育
成
で
き
な
い
と
い
っ

た
弊
害
が
起
き
て
い
た
の
だ

ろ
う
」
と
分
析
す
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
長

期
間
に
わ
た
っ
て
仕
事
量
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
建
設
業

に
先
の
見
通
し
を
持
っ
て
も

ら
い
、
人
材
育
成
、
設
備
投

資
、
技
術
開
発
に
動
い
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
太
田
前
国

交
相
が
打
ち
出
し
た
方
向
性

を
踏
襲
す
る
意
向
を
示
し

た
。

　
９
月
に
発
生
し
た
関
東
・

東
北
豪
雨
で
最
も
被
害
が
大

き
か
っ
た
茨
城
県
常
総
市
に

隣
接
す
る
つ
く
ば
市
在
住
。

現
場
に
足
を
運
び
「
災
害
が

起
き
る
前
に
鬼
怒
川
が
決
壊

す
る
と
思
っ
て
い
た
住
民
は

だ
れ
も
い
な
か
っ
た
」
と
の

声
を
聞
い
た
経
験
か
ら
「
住

民
の
防
災
意
識
を
高
め
て
迅

速
な
避
難
を
促
す
体
制
を
強

化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
た
。

　
就
任
に
当
た
り
「
国
交
省

は
わ
が
国
の
国
民
経
済
に
関

係
す
る
幅
広
い
分
野
を
担
当

し
て
い
る
。
来
年
１
月
に
は

発
足
後
15
年
の
節
目
も
迎
え

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、

責
任
を
果
た
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
示
し
た
。

　
安
倍
首
相
か
ら
は
、
国
土

強
靭
化
や
地
方
の
交
通
網
整

備
に
加
え
、３
世
代
の
近
居
・

同
居
を
促
進
す
る
住
宅
政
策

を
検
討
、
実
施
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
シ
ス

テ
ム
の
輸
出
に
つ
い
て
は

「
特
に
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
輸

出
に
向
け
、
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
」
と

い
う
。

　
社
会
資
本
整
備
の
担
い
手

で
あ
る
建
設
業
に
つ
い
て
は

「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需

ン
な
ど
が
関
連
製
品
や
技
術

な
ど
の
展
示
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
ほ
か
、

15
日
に
除
染
・
廃
棄
物
技
術

協
議
会
主
催
の
第
４
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
16
日
に
中
間
貯

蔵
と
廃
炉
に
向
け
た
環
境
放

射
能
対
策
の
講
演
会
を
開

く
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
除
染

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

る
。
ま
た
中
間
貯
蔵
に
関
す

る
最
新
動
向
に
加
え
、
県
内

外
で
の
放
射
能
対
策
や
廃
炉

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全

事
業
㈱
、
県
農
林
水
産
部
農

林
地
再
生
対
策
室
、
県
ハ
イ

テ
ク
プ
ラ
ザ
、
公
益
財
団
法

人
若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

セ
ン
タ
ー
が
講
演
す
る
。

　
事
前
登
録
は
９
日
午
後
５

時
ま
で
、
同
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://www.
radiex.jp

で
受
け
付
け
て

い
る
。

　
環
境
放
射
能
対
策
・
廃
棄

物
処
理
国
際
展
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｅ

Ｘ
２
０
１
５
の
サ
テ
ラ
イ
ト

版
、「
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｘ
　
ｉ

ｎ
　
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ

ａ
」（
主
催
＝
環
境
新
聞
社
、

共
催
＝
郡
山
市
）
は
15
、
16

日
、
郡
山
市
の
郡
山
カ
ル
チ

ャ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ

る
。
入
場
は
無
料
だ
が
、
満

員
の
場
合
は
事
前
登
録
者
が

優
先
入
場
で
き
る
。

　
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｘ
２
０
１
５

は
７
月
に
東
京
都
千
代
田
区

の
科
学
技
術
館
で
開
催
さ

施
工
歩
掛
り
の
全
工

種
追
加
な
ど
を
要

望
。
自
治
体
に
対
す

る
運
用
指
針
の
指
導

や
、
大
型
補
正
予
算

の
早
期
編
成
な
ど
の

必
要
性
も
訴
え
た 

＝

写
真  

。

　
予
定
価
格
の
幅
を

持
っ
た
設
定
は
群
馬

県
建
設
業
協
会
（
群

馬
建
協
）
が
要
望
し

た
。
予
決
令
に
あ
る

設
定
根
拠
の
「
取
引
の
実
例

価
格
」
自
体
が
取
引
量
や
引

き
渡
し
条
件
な
ど
の
違
い
で

幅
を
持
っ
て
お
り
、「
需
給

の
状
況
」
な
ど
も
設
計
か
ら

予
定
価
格
の
設
定
、
契
約
、

施
工
に
至
る
タ
イ
ム
ラ
グ
の

中
で
変
化
す
る
た
め
だ
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
群
馬
建

協
は
、
予
定
価
格
に
「
一
定

の
幅
を
持
た
せ
る
の
が
自

然
」
と
し
、
設
定
に
当
た
っ

て
も
「
イ
ン
フ
レ
率
を
考
慮

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
の
か
」
と
問
題
提
起
。
そ

の
上
で
、「
物
価
や
労
賃
が

契
約
時
よ
り
上
昇
す
る
環
境

下
で
は
、
予
定
価
格
に
上
層

幅
を
持
た
せ
な
い
と
（
会
計

法
が
規
定
す
る
予
定
価
格

の
）
上
限
拘
束
性
を
守
る
こ

と
は
難
し
く
な
る
」
と
指
摘

し
た
。

　
低
入
札
価
格
調
査
を
め
ぐ

る
一
般
管
理
費
の
算
入
率
引

き
上
げ
は
神
奈
川
県
建
設
業

協
会
（
神
奈
川
建
協
）
が
要

望
。
直
接
工
事
費
（
95
％
）・

共
通
仮
設
費
（
90
％
）・
現

場
管
理
費
（
80
％
）
の
算
入

率
が
80
％
以
上
な
の
に
対

し
、「
一
般
管
理
費
等
」
は

55
％
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
を
圧
縮
す
る
な

ど
し
た
入
札
で
「
落
札
価
格

が
調
査
基
準
価
格
に
張
り
付

く
」
ケ
ー
ス
が
跡
を
絶
た
な

い
、
と
の
認
識
を
踏
ま
え
た

も
の
だ
。

　
神
奈
川
建
協
は
、
い
ま
だ

多
く
の
企
業
が
①
新
規
雇
用

に
よ
る
人
材
確
保
②
社
員
給

与
の
改
善
③
設
備
投
資
│
な

ど
に
「
踏
み
切
れ
な
い
」
と

苦
境
を
吐
露
。
ま
た
、
建
築

工
事
で
低
入
札
価
格
調
査
基

準
価
格
を
計
算
す
る
と
、
予

定
価
格
の
「
90
％
」
を
上
回

る
場
合
が
多
い
た
め
、
90
％

を
上
限
と
す
る
現
行
規
定
は

「
あ
る
意
味
で
『
歩
切
り
』

に
通
じ
る
問
題
を
含
む
」
と

主
張
し
た
。

　
小
規
模
施
工
歩
掛
り
の
全

工
種
追
加
は
長
野
県
建
設
業

協
会
（
長
野
建
協
）
の
要
望
。

市
町
村
な
ど
の
小
規
模
工
事

に
、
直
轄
工
事
が
主
要
対
象

の
施
工
合
理
化
調
査
に
基
づ

く
「
土
木
工
事
標
準
歩
掛
」

を
適
用
す
る
と
、
直
接
工
事

費
ベ
ー
ス
で
「
積
算
額
と
実

際
に
掛
か
る
費
用
に
乖
離

（
か
い
り
）」
が
生
じ
る
た
め

だ
。

　
27
年
度
に
「
道
路
打
換
え

工
」
と
「
欠
損
部
補
修
工
」

の
２
工
種
で
小
規
模
施
工
歩

掛
り
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
長
野
建
協
は
全
工

種
で
追
加
す
る
か
、
施
工
規

模
別
の
歩
掛
り
補
正
値
を
導

入
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
自
治
体
に
対
す
る
運
用
指

針
の
指
導
に
関
し
て
は
、
山

梨
県
建
設
業
協
会
の
要
望
の

中
で
①
交
付
金
事
業
で
も
春

先
か
ら
の
現
場
着
手
を
可
能

に
す
る
②
適
切
な
設
計
図
書

の
変
更
と
、
請
負
代
金
や
工

期
の
適
切
な
変
更
を
確
実
に

実
施
す
る
③
国
が
小
規
模
市

町
村
に
支
援
す
る
│
こ
と
な

ど
を
列
挙
し
た
。
大
型
補
正

予
算
の
早
期
編
成
は
、
新
潟

県
建
設
業
協
会
が
「
一
部
地

域
を
除
き
公
共
事
業
費
は
減

　
東
北
地
方
整
備
局
福
島
河

川
国
道
事
務
所
事
故
防
止
対

策
委
員
会
（
会
長
＝
永
尾
慎

一
郎
同
事
務
所
長
）
の
27
年

度
安
全
管
理
優
良
工
事
表
彰

の
受
賞
者
は
、
石
橋
建
設
工

業
ら
６
社
に
決
ま
っ
た
。
表

彰
式
は
15
日
午
後
２
時
か

ら
、
福
島
市
の
同
事
務
所
で

行
う
。

　
事
故
防
止
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
安
全
管
理
が
特
に

顕
著
な
工
事
の
施
工
会
社
を

表
彰
し
て
い
る
。
同
事
務
所

が
発
注
し
た
26
年
度
完
成
工

事
47
件
か
ら
選
定
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
。

　
▽
石
橋
建
設
工
業
＝
阿
武

隈
川
上
流
本
宮
地
区
堤
防
除

染
▽
小
野
工
業
所
＝
石
小
屋

地
区
道
路
改
良
▽
株
木
建
設

＝
阿
武
隈
川
上
流
鎌
田
地
区

堤
防
整
備
▽
須
南
電
設
＝
管

内
電
気
等
設
備
維
持
補
修
▽

東
信
建
設
＝
大
貝
地
区
道
路

改
良
▽
三
井
住
建
道
路
＝
福

島
地
区
ほ
か
交
通
対
策

　
東
北
地
方
整
備
局
の
新

庁
舎
と
な
る
仙
台
第
１
地

方
合
同
庁
舎
（
Ｂ
棟
）
は
、

11
月
の
移
転
に
向
け
て

仕
上
げ
段
階
に
入
っ
て
い

る
。「
建
物
を
無
事
完
成

さ
せ
る
の
が
一
丁
目
一
番

地
」と
気
を
引
き
締
め
る
。

　
公
共
建
築
工
事
の
入
札

不
調
は
「
小
規
模
工
事
で

他
工
事
落
札
に
よ
る
辞
退

が
多
い
」と
現
状
を
把
握
。

発
注
時
期
の
調
整
な
ど
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
公

共
建
築
相
談
窓
口
等
を
通

し
た
営
繕
積
算
方
式
な
ど

の
普
及
に
引
き
続
き
取
り

組
み
、
地
方
自
治
体
を
支

援
す
る
。
直
轄
工
事
も
確

実
な
発
注
を

心
が
け
る
。

　

公

共

建

築
の
役
割
を

「
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
支
え

る
、
縁
の
下

の
力
持
ち
」
と
表
現
。
安

全
性
、
利
便
性
、
利
用

者
の
使
い
や
す
さ
を
優
先

し
、
そ
の
上
で
、
地
域
活

性
化
な
ど
の
機
能
を
付
加

す
る
ス
タ
ン
ス
。

　
設
計
業
務
範
囲
の
拡
大

傾
向
を
踏
ま
え
「
設
計
者

と
の
連
携
の
重
要
度
が
増

し
て
い
る
」
と
認
識
。
建

設
業
と
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
関
係
を
訴
え
る
。

　
関
東
、
近
畿
な
ど
に
赴

任
し
東
北
は
初
め
て
。
本

省
官
庁
営
繕
部
時
代
に

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
衆
参
両
議

院
の
新
議
員
会
館
を
整
備

す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
た
。「
方
向

を
見
失
わ
ず
、
一
つ
一
つ

問
題
を
解
決
す
る
」
と
自

己
分
析
。
有
名
無
名
問
わ

ず
建
物
を
見
て
回
る
の
が

趣
味
で
、
街
中
を
歩
き
設

計
者
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
い
る
。

　
昭
和
39
年
５
月
３
日
生

ま
れ
、
東
京
都
出
身
。
東

京
理
科
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
（
建
築
学
専
攻
）

修
了
。
前
職
は
防
衛
省
装

備
施
設
本
部
施
設
計
画
課

施
設
設
計
室
長
。  （
奥
野
）  
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自
治
体
の
不
調
対
策
支
援

　
東
北
地
方
整
備
局
営
繕
部
長

西に
し
ざ
わ澤

　
一か

ず
の
り憲

氏
（
51
歳
）

き
ょ
う
ま
で
事
前
登
録

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｘ

　

15
、16
日
に
郡
山
で

引
き
続
き
小
康
状
態

９
月
度
の
県
内
企
業
倒
産
東京商工
リサーチ

Ｈ

Ｍ

講

習

安
積
開
拓
の
歴
史
学
ぶ

本

宮

～

郡
山
方
面
　

近
代
化
遺
産
な
ど
視
察

福島河川国道
事故防対策委

石
橋
建
設
工
業
ら
に


日
に

表
彰
式
　

安
全
管
理
優
良
工
事

全建ブロック会議

予
定
価
格
設
定
に
幅
を

関
東
甲
信
越
か
ら
ス
タ
ー
ト

調査設計でプロポ
会津南部農業水利事業所

馬越頭首工の補修・補強

蛇
ノ
鼻
御
殿

本
宮
映
画
劇
場

開
成
館

旧
立
岩
邸

尋
常
中
学
校  

れ
、
国
内
外
の
計
89
社
・
団

体
が
出
展
、
政
府
・
自
治
体
、

建
設
関
係
者
、
一
般
市
民
ら

延
べ
約
７
０
０
０
人
が
来
場

し
た
。

　
郡
山
で
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ

外
国
人
建
設
就
労
者

初
の
在
留
継
続

長
期
の
仕
事
量
確
保
必
要

石
井
新
国
交
相
が
就
任
会
見

喜 多 方 市
塩川総合支所

福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
に

山
都
は
事
業
費

３
・
３
億
試
算
　

新
庁
舎
の
構
想
案
公
表


